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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の 

推移については記載しておりません。 

       ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。     

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在し 

ないため記載しておりません。 

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第81期

第１四半期連結 
累計(会計)期間 

第82期
第１四半期連結 
累計(会計)期間 

第81期

会計期間 
自平成21年４月１日
至平成21年６月30日 

自平成22年４月１日
至平成22年６月30日 

自平成21年４月１日
至平成22年３月31日 

売上高（千円）  9,492,101  13,515,219  47,145,788

経常利益（千円）  46,947  168,935  621,731

四半期（当期）純利益（千円）  27,369  101,444  388,850

純資産額（千円）  5,453,472  5,756,310  5,739,574

総資産額（千円）  18,118,466  21,997,217  21,877,262

１株当たり純資産額（円）  633.93  668.36  666.56

１株当たり四半期（当期）純利益 

金額（円） 
 3.20  11.87  45.49

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  29.91  25.97  26.05

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 337,303  298,891  △970,200

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 18,720  △16,126  99,183

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 83,109  △132,468  407,976

現金及び現金同等物の四半期末 

（期末）残高（千円） 
 2,786,321  2,015,173  1,862,873

従業員数（人）  166  170  167
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 当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。又、主要な関係会社における異動もありません。 

    当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

（１）連結会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、常用パート、人材会社からの派遣社員を含

む。）は［ ］内に当第１四半期連結会計期間の平均人数を外数で記載しております。 

（２）提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、常用パート、人材会社からの派遣社員を含

む。）は［ ］内に当第１四半期会計期間の平均人数を外数で記載しております。 

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成22年６月30日現在

従業員数（人） 170［ ］ 47

  平成22年６月30日現在

従業員数（人） 88［ ］ 6
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 当社及び連結子会社の事業は、合成樹脂関連商品の販売等並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、

セグメントごとではなく、品目別に記載しております。 

（１）仕入実績 

   当第１四半期連結会計期間における仕入実績を品目別に示すと以下の通りであります。  

 （注） 金額には、消費税等は含まれておりません。 

（２）販売実績 

   当第１四半期連結会計期間における販売実績を品目別に示すと以下の通りであります。  

 （注） 金額には、消費税等は含まれておりません。 

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

区分 金額（千円） 前年同期比（％） 

合成樹脂原料         

スチレン系樹脂  2,965,006  139.8

オレフィン系樹脂  1,142,164  116.2

エンジニアリング樹脂  4,591,157  167.9

塩化ビニール樹脂  857,658  159.3

その他樹脂  517,434  123.8

合成樹脂製品  2,262,193  124.4

合成樹脂関連機械  194,903  177.1

合成樹脂シート  101,609  88.8

合計  12,632,127  142.9

区分 金額（千円） 前年同期比（％） 

合成樹脂原料         

スチレン系樹脂  3,081,370  137.1

オレフィン系樹脂  1,203,772  114.6

エンジニアリング樹脂  5,051,846  175.3

塩化ビニール樹脂  884,302  158.0

その他樹脂  485,323  104.4

合成樹脂製品  2,511,502  122.9

合成樹脂関連機械  185,586  157.4

合成樹脂シート  111,323  88.1

 その他  190  66.7

合計  13,515,219  142.4

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】
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（１）経営成績の分析 

 当第１四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）におけるわが国経済は、新興国

経済に牽引され、一部輸出関連を中心に企業業績の回復が見られ、景況感が若干改善いたしましたが、欧州の財

政問題の影響 による信用収縮が新たな懸念要因となり円高、株安傾向が強まるなど、依然として先行き不透明

な状況が続いてまいりました。  

 当社グループを取り巻く合成樹脂業界においては、合成樹脂原料の基礎原料であるエチレンの当第１四半期連

結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）における生産量は1,576.5千トンと前年同期比

122.1千トンの減少となり、7.2％の減少となりました。これは、前年は定期修理で稼働停止したプラントが３プ

ラントであった一方で、今年は定期修理により稼働停止したプラントが３社４プラントと重なったために生産量

が減少したもので、合成樹脂原料の需要は引き続き活発に推移しております。  

 このような状況下、当社グループとしては積極的な受注活動を続け、また、新規商いの開拓に努め、売上高が

回復基調にあり、売上総利益は期初計画より順調に推移しましたが、当社顧客の倒産により、破産更生債権等に

係る貸倒引当金繰入額が発生したこと等により、販売費・一般管理費が当初見込みより増加致しました。しかし

ながら営業利益、経常利益、四半期純利益は概ね期初に計画した通りで進展し、当第１四半期連結会計期間の売

上高は13,515百万円(前年同期比42.4％増）営業利益は170百万円(同172.2％増）、経常利益は168百万円(同

259.8％増）、四半期純利益は101百万円(同270.6％増）となりました。  

  

（２）財政状態の分析 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は21,997百万円となり、前連結会計年度末に比べ119百万円増加いたし

ました。その要因は、現金及び預金を主とした流動資産の増加額146百万円及び投資有価証券を主とした固定資

産の減少額26百万円等によるものです。  

  また、負債は前連結会計年度末に比べ103百万円増加し、16,240百万円となりました。その要因は支払手形及

び買掛金を主とした流動負債の増加額154百万円に加え、長期借入金を主とした固定負債の減少額51百万円等に

よるものです。  

 純資産の部は、前連結会計年度末より16百万円増加の5,756百万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末

の26.05％と比較して若干低下し、25.97％となりました。 

  

（３）キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は2,015百万円となり、前連結会計年度末と

比較して152百万円の増加となりました。当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は下記

の通りであります。  

「営業活動によるキャッシュ・フロー」  

 営業活動により獲得した資金は298百万円（前年同四半期比11.4％減）となりました。これは主に税金等調整

前四半期純利益170百万円、仕入債務の増加額147百万円等があった一方で、法人税等の支払額131百万円等があ

った結果によるものです。  

「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

 投資活動により使用した資金は16百万円（前年同四半期は18百万円の獲得）となりました。主な要因は定期預

金預入による支出12百万円、投資有価証券の取得による支出2百万円等があった結果によるものです。  

「財務活動によるキャッシュ・フロー」  

 財務活動により使用した資金は132百万円（前年同四半期は83百万円の獲得）となりました。これは主に長期

借入金の返済による支出59百万円、配当金の支払額59百万円等があった結果によるものです。  

  

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  
（５）研究開発活動 

 該当事項はありません。  

（６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

 当社グループを取り巻く事業環境は、不透明感を増す世界的経済状況の中、合成樹脂原料価格も乱高下し、

一方ではデフレ経済下、末端の製品価格の下落で、中間加工業者・部品業者においては、一部合成樹脂原料で

価格が上昇しているにも係わらず、部品の納入価格の値下げ要求をセットメーカーから受け、経営の悪化を招
きかねない状況に陥る可能性の出現等、与信リスクの増大が懸念されます。  

 当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて、更なる売上債権の管理強化に努めております。 

 当社顧客の債権管理はもとより、その顧客の得意先、仕入先の動向、情報も当社の審査部門で把握し、一元

管理しております。 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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（７）資本の財源及び資金の流動性についての分析 

「キャッシュ・フロー」 
 当社グループの当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比

較して152百万円増加し、2,015百万円となりました。 

 なお、各キャッシュ・フローの状況と増減につきましては、掲記（３）キャッシュ・フローの状況に記載し

ております。 
「資金需要」 

 当社グループの資金需要の主なものは、運転資金、法人税等の支払い、借入金の返済、配当金の支払い等で

あります。 

 また、その資金の源泉といたしましては、営業活動によるキャッシュ・フロー、金融機関からの借入等によ
り必要とする資金を調達しております。  
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（１）主要な設備の状況 

     当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

   （２）設備の新設、除却等の計画 

  当第１四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、除却等の計画はありません。 

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

 該当事項はありません。 

該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。 

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。  

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  25,600,000

計  25,600,000

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成22年６月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月12日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  8,550,000  8,550,000
大阪証券取引所 

(JASDAQ市場) 

単元株式数 

100株  

計  8,550,000  8,550,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成22年４月１日～ 

平成22年６月30日 
 －  8,550,000  －  793,050  －  721,842

（６）【大株主の状況】
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 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。 

①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、大阪証券取引所JASDAQ市場におけるものであります。 

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。  

（７）【議決権の状況】

  平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        1,500 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式    8,548,000  85,480 － 

単元未満株式 普通株式         500 － － 

発行済株式総数  8,550,000 － － 

総株主の議決権 －  85,480 － 

  平成22年３月31日現在

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の 
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

プラマテルズ 

株式会社 

東京都品川区北品川

四丁目７番35号 
 1,500 －  1,500  0.02

計 －  1,500 －  1,500  0.02

２【株価の推移】

月別 
平成22年 
４月 

５月 ６月 

最高（円）  401  380  365

最低（円）  336  340  340

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平

成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第１四半期連結会計期間（平成22

年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。 

 なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日付をもって有限責任 あずさ監査法人

となっております。  

  

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,067,184 1,902,873

受取手形及び売掛金 16,546,463 16,539,813

商品及び製品 968,202 990,126

仕掛品 10,432 5,539

原材料及び貯蔵品 32,788 39,060

繰延税金資産 87,039 86,687

その他 245,946 239,643

貸倒引当金 △24,975 △17,240

流動資産合計 19,933,081 19,786,503

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 665,451 665,451

減価償却累計額 △420,711 △415,785

建物及び構築物（純額） 244,739 249,665

機械装置及び運搬具 193,771 191,920

減価償却累計額 △171,504 △167,915

機械装置及び運搬具（純額） 22,266 24,004

工具、器具及び備品 103,461 102,806

減価償却累計額 △90,250 △89,059

工具、器具及び備品（純額） 13,211 13,747

土地 220,690 220,690

リース資産 38,663 34,863

減価償却累計額 △17,315 △14,904

リース資産（純額） 21,347 19,958

有形固定資産合計 522,254 528,066

無形固定資産   

リース資産 144,610 156,622

その他 12,090 12,575

無形固定資産合計 156,700 169,198

投資その他の資産   

投資有価証券 1,018,869 1,065,940

差入保証金 176,153 175,283

破産更生債権等 47,346 1,747

繰延税金資産 65,343 36,502

その他 124,107 114,514

貸倒引当金 △46,640 △495

投資その他の資産合計 1,385,179 1,393,492

固定資産合計 2,064,135 2,090,758

資産合計 21,997,217 21,877,262
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,560,557 11,398,689

短期借入金 2,968,568 2,961,266

1年内返済予定の長期借入金 136,836 139,336

未払法人税等 61,424 134,601

賞与引当金 83,294 98,329

その他 336,946 260,427

流動負債合計 15,147,627 14,992,649

固定負債   

長期借入金 552,494 609,828

退職給付引当金 189,006 183,748

役員退職慰労引当金 36,517 38,570

繰延税金負債 99,295 87,124

その他 215,966 225,766

固定負債合計 1,093,279 1,145,037

負債合計 16,240,906 16,137,687

純資産の部   

株主資本   

資本金 793,050 793,050

資本剰余金 721,842 721,842

利益剰余金 4,188,952 4,147,346

自己株式 △930 △930

株主資本合計 5,702,914 5,661,308

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 108,070 137,933

繰延ヘッジ損益 △1,313 748

為替換算調整勘定 △96,283 △101,941

評価・換算差額等合計 10,473 36,740

少数株主持分 42,922 41,525

純資産合計 5,756,310 5,739,574

負債純資産合計 21,997,217 21,877,262
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

売上高 9,492,101 13,515,219

売上原価 8,894,855 12,723,292

売上総利益 597,245 791,927

販売費及び一般管理費   

運賃 31,498 47,677

役員報酬 32,297 29,379

給料 163,850 175,959

賞与 － 10,612

賞与引当金繰入額 38,665 37,023

退職給付費用 9,888 9,419

役員退職慰労引当金繰入額 10,874 2,926

福利厚生費 40,076 39,771

貸倒引当金繰入額 － 55,463

旅費及び交通費 16,328 19,700

賃借料 47,457 47,570

支払手数料 38,214 29,577

租税公課 5,518 6,086

減価償却費 19,565 19,239

その他 80,300 90,831

販売費及び一般管理費合計 534,535 621,238

営業利益 62,710 170,689

営業外収益   

受取利息 397 155

受取配当金 5,605 8,094

仕入割引 143 195

為替差益 － 979

持分法による投資利益 － 8,974

その他 3,378 1,069

営業外収益合計 9,524 19,468

営業外費用   

支払利息 14,467 15,308

手形売却損 3,191 2,869

為替差損 1,036 －

持分法による投資損失 4,489 －

その他 2,102 3,044

営業外費用合計 25,287 21,222

経常利益 46,947 168,935
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

特別利益   

貸倒引当金戻入額 7,466 1,584

保険解約返戻金 8,483 －

特別利益合計 15,950 1,584

税金等調整前四半期純利益 62,897 170,519

法人税等 34,780 66,178

少数株主損益調整前四半期純利益 － 104,341

少数株主利益 746 2,896

四半期純利益 27,369 101,444
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 62,897 170,519

減価償却費 24,013 23,176

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,724 53,879

賞与引当金の増減額（△は減少） △17,890 △15,050

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,730 5,257

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,430 △2,052

受取利息及び受取配当金 △6,002 △8,249

支払利息 14,467 15,308

為替差損益（△は益） △61 △11

持分法による投資損益（△は益） 4,489 △8,974

保険解約返戻金 △8,483 －

売上債権の増減額（△は増加） 555,167 11,797

たな卸資産の増減額（△は増加） 8,276 26,848

破産更生債権等の増減額（△は増加） 14,323 △45,599

仕入債務の増減額（△は減少） △426,566 147,073

その他 154,550 65,244

小計 382,618 439,167

利息及び配当金の受取額 6,002 8,249

保険解約返戻金の受取額 8,483 －

利息の支払額 △13,751 △17,435

法人税等の支払額 △46,048 △131,090

営業活動によるキャッシュ・フロー 337,303 298,891

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △12,009 △12,011

定期預金の払戻による収入 40,000 －

有形固定資産の取得による支出 △1,860 △836

無形固定資産の取得による支出 △5,191 －

投資有価証券の取得による支出 △2,534 △2,638

貸付金の回収による収入 114 116

差入保証金の差入による支出 △44 △1,051

差入保証金の回収による収入 246 294

投資活動によるキャッシュ・フロー 18,720 △16,126

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 244,261 2,877

長期借入金の返済による支出 △77,334 △59,834

リース債務の返済による支出 △15,130 △14,173

配当金の支払額 △68,387 △59,838

少数株主への配当金の支払額 △300 △1,500

財務活動によるキャッシュ・フロー 83,109 △132,468
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 25,650 2,003

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 464,783 152,299

現金及び現金同等物の期首残高 2,321,537 1,862,873

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  2,786,321 ※1  2,015,173
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

  
当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

１．会計処理基準に関する

事項の変更  

（１）「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当

面の取扱い」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準

第16号 平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関す

る当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用しておりま

す。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。 

  

（２）資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しておりま

す。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。  

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

【簡便な会計処理】

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

１．固定資産の減価償却費の算定方法  固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づ

く年間償却予定額を期間按分する方法によっております。 

 なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

２．たな卸資産の評価方法   当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略

し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定す

る方法によっております。 

３．税金費用の計算  連結財務諸表における重要性が乏しい連結子会社については、経営環境に

著しい変化が発生しておらず、一時差異等の発生状況について前年度末から

大幅な変更がないため、四半期財務諸表における税金費用の計算にあたり、

税引前四半期純利益に前年度の損益計算書における税効果会計適用後の法人

税等の負担率を乗じて計算する方法によっております。  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

１．税金費用の計算   当第１四半期連結会計期間を含む当連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

（累計期間）に当該見積り実効税率を乗じて計算する方法によっておりま

す。 

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 
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当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至

平成22年６月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式  8,550,000株 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式   1,584株 

  

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末 
（平成22年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成22年３月31日） 

１．受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高 

受取手形割引高 千円544,488

１．受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高 

受取手形割引高 千円544,502

２．偶発債務  

次の関係会社について、金融機関からの借入に対し

債務保証を行っております。 

２．偶発債務  

次の関係会社について、金融機関からの借入に対し

債務保証を行っております。 

保証先 金額 内容 

Toyo Ink Compounds 

Vietnam Co.,Ltd. 221,300千円 借入債務 

保証先 金額 内容 

Toyo Ink Compounds 

Vietnam Co.,Ltd. 197,266千円 借入債務 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係  

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係  

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

  

  （千円）

現金及び預金勘定   2,830,360

預入期間が３か月を超える定期

預金  
 △44,038

現金及び現金同等物   2,786,321

  （千円）

現金及び預金勘定   2,067,184

預入期間が３か月を超える定期

預金  
 △52,011

現金及び現金同等物   2,015,173

（株主資本等関係）

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資
１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日

平成22年６月22日 

定時株主総会 
普通株式  59,838  利益剰余金  7.0 平成22年３月31日 平成22年６月23日
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 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）において、当社及び連結子会社

の事業は、合成樹脂関連商品の販売等を事業内容としており、単一事業のため、事業の種類別セグメント情報の

記載をしておりません。 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）  

 (注）１．国又は地域は地理的近接度により区分しております。 

    ２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次の通りであります。  

      アジア・・・中国、香港、シンガポール、フィリピン、ベトナム 

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

     （注）１．国又は地域は、地理的接近度により区分しております。 

    ２．各区分に属する国又は地域の内訳は次の通りであります。 

（１）アジア・・・・中国、香港、台湾、フィリピン、マレーシア、タイ、インドネシア、 

ベトナム  

          （２）その他・・・・ブラジル  

        ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。     

 当社及び連結子会社の事業は、合成樹脂関連商品の販売等並びにこれらの付随業務の単一セグメントである

ため、記載を省略しております。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

  
日本

（千円） 
アジア

（千円） 
計

（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                               

(1）外部顧客に対する売上高  8,435,910  1,056,190  9,492,101  －  9,492,101

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 178,846  16,512  195,358 ( ) 195,358  －

計  8,614,757  1,072,702  9,687,459 ( ) 195,358  9,492,101

営業利益又は営業損失（△）  63,327  △2,119  61,208   1,501  62,710

【海外売上高】

  アジア その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）   1,333,077   1,319   1,334,397  

Ⅱ 連結売上高（千円）    －    －   9,492,101  

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上

高の割合（％） 
  14.1   0   14.1  

【セグメント情報】
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１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。 

該当事項はありません。  

該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

当第１四半期連結会計期間末 
（平成22年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成22年３月31日） 

１株当たり純資産額 668.36円 １株当たり純資産額 666.56円

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

１株当たり四半期純利益金額 3.20円

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

１株当たり四半期純利益金額 11.87円

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益（千円）  27,369  101,444

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  27,369  101,444

期中平均株式数（株）  8,548,450  8,548,416

（重要な後発事象）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年８月13日

プラマテルズ株式会社 

取締役会 御中 

あずさ監査法人 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 平野 巌   印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 佐藤 和充   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプラマテルズ株

式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プラマテルズ株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。  

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。  
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成22年８月12日

プラマテルズ株式会社 

取締役会 御中 

有限責任 あずさ監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 平野 巌   印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 佐藤 和充   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプラマテルズ株

式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プラマテルズ株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。  

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。  
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